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都
本
部
は
公
共
サ
ー
ビ
ス

と
、
公
務
職
場
で
働
く
労
働
者

の
重
要
性
と
存
在
価
値
を
さ
ら

に
社
会
に
浸
透
さ
せ
る
た
め
、

春
闘
期
に
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に

も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
展
開
し
て
き
た
。
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
は
、
秋
葉
原
駅
前

（
3
月
10
日
）
や
日
暮
里
駅
前

（
3
月
22
日
）
に
お
い
て
、
街

頭
で
の
演
説
に
加
え
て
、
公
務

職
場
で
働
く
労
働
者
の
映
像
を

流
す
な
ど
し
、
行
き
交
う
人
た

ち
に
「
あ
た
り
前
の
日
常
を
守

る
た
め
に
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

記
載
し
た
除
菌
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ

ッ
シ
ュ
を
配
布
す
る
な
ど
、
ア

ピ
ー
ル
行
動
の
浸
透
や
広
が
り

を
意
識
し
て
進
め
た
。

感
染
症
の
蔓
延
や
少
子
・
超

高
齢
化
が
加
速
し
、
社
会
情
勢

が
大
き
く
変
化
す
る
な
か
、
私

た
ち
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す

る
労
働
者
の
業
務
内
容
は
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
多
様
化
・
複
雑

化
し
業
務
量
も
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
国
が
推
し
進
め

て
き
た
行
財
政
改
革
に
よ
る
人

員
削
減
に
よ
っ
て
、
地
方
公
務

員
総
数
は
増
加
傾
向
に
あ
る
も

の
の
、
増
加
し
て
い
る
職
種
は

「
警
察
」、「
消
防
」、「
福
祉
」

な
ど
に
限
ら
れ
て
お
り
、
依
然

と
し
て
多
く
の
職
場
で
は
業
務

量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
が
さ

れ
ず
、
長
時
間
労
働
が
続
い
て

い
る
。
そ
の
た
め
多
く
の
職
員

が
疲
弊
し
、
働
き
甲
斐
や
希
望

を
失
い
退
職
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
ま

た
、
そ
う
し
た
状
況
か
ら
入
庁

し
て
間
も
な
い
若
年
層
の
退
職

も
増
加
し
、
職
場
で
は
さ
ら
に

深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
。
2
0

2
3
春
闘
の
結
果
か
ら
も
、
年

度
当
初
か
ら
欠
員
が
発
生
す
る

自
治
体
も
散
見
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
の
な

か
、
常
勤
職
員
の
代
替
え
と
し

て
非
常
勤
職
員
が
多
く
雇
用
さ

れ
、
全
国
で
は
約
49
・
4
万
人

の
非
常
勤
職
員
（
会
計
年
度
任

用
職
員
）
が
常
勤
職
員
と
同
様

に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
て

い
る
。
ま
た
、
都
内
で
は
職
員

の
半
数
が
非
常
勤
職
員
と
い
う

自
治
体
も
存
在
し
、
そ
の
処
遇

は
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ

移
行
し
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
低
位
に
置
か
れ
平
均
年
収
は

3
0
0
万
円
以
下
、
雇
用
も
不

安
定
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

4
月
26
日
、
参
議
院
本
会
議

に
お
い
て
会
計
年
度
任
用
職
員

へ
の
勤
勉
手
当
支
給
を
可
能
と

す
る
改
正
地
方
自
治
法
が
可
決

成
立
し
た
。
今
後
、
自
治
体
に

お
け
る
早
期
の
条
例
改
正
が
求

め
ら
れ
る
。
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
は
業
務
量
に
見
合
っ
た
人

員
、
処
遇
改
善
、
す
な
わ
ち
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
投
資
が

必
要
だ
。

「
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資
を
！
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

業
務
量
に
見
合
っ
た
人
員
配
置
と
労
働
条
件
の
改
善
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
拡
大
か
ら
3
年
が
経
過
し

た
。
こ
の
間
、
自
治
労
組
合
員

は
地
域
医
療
・
保
健
衛
生
、
清

掃
、
学
校
、
介
護
、
公
共
交
通

な
ど
住
民
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を

支
え
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
を
維
持

す
る
た
め
日
夜
献
身
的
に
奮
闘

し
て
き
た
。

し
か
し
2
0
0
0
年
代
の

「
構
造
改
革
」
や
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
」、
近
年
で
は
「
ト
ッ

プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」
や
「
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
」
等
に
よ
り

公
務
職
場
で
は
大
幅
な
人
員
削

減
が
強
行
さ
れ
て
き
た
。
コ
ロ

ナ
禍
に
お
い
て
各
職
場
で
は
慢

性
的
な
人
員
不
足
に
陥
り
、

「
人
が
足
り
な
い
」、「
休
み
が

と
れ
な
い
」
等
の
組
合
員
の
悲

痛
な
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

る
。
職
場
の
疲
弊
と
と
も
に
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
脆
弱
性
が
明
ら

か
と
な
り
、
今
ま
さ
に
必
要
な

の
は
、
非
常
時
に
お
い
て
も
サ

ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
向
上
が
可

能
な
人
員
配
置
で
あ
る
。
こ
の

こ
と
こ
そ
が
住
民
の
「
当
た
り

前
の
日
常
」
を
守
る
こ
と
に
つ

な
が
る
も
の
で
あ
り
、
職
場
を

守
り
、
安
定
的
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
を
強
く
求
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
本
部
で
は
春
と
秋
の
2
回

に
わ
た
り
、
現
業
・
非
現
業
の

枠
を
超
え
た
人
員
確
保
闘
争
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
第

一
次
闘
争
に
お
い
て
年
度
当
初

に
お
い
て
す
で
に
欠
員
を
抱
え

て
い
る
職
場
に
お
い
て
は
、
常

勤
職
員
に
よ
る
早
急
な
欠
員
補

充
を
確
約
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
長
時
間
労
働
が
常

態
化
し
て
い
る
職
場
の
解
消
、

人
事
の
滞
留
を
防
ぐ
た
め
、
定

年
引
上
げ
と
な
る
中
で
も
改
正

地
方
公
務
員
法
の
附
帯
決
議
に

基
づ
く
、
計
画
的
な
新
規
採
用

を
求
め
、
現
場
で
働
く
私
た
ち

の
視
点
か
ら
、
2
0
2
4
年
度

人
員
体
制
の
確
保
に
む
け
て
交

渉
を
強
化
す
る
。
さ
ら
に
全
単

組
が
基
準
日
に
む
け
交
渉
を
進

め
、
内
容
を
共
有
化
す
る
こ
と

で
、
人
員
確
保
は
も
と
よ
り
賃

金
・
労
働
安
全
衛
生
等
の
労
働

条
件
の
低
位
平
準
化
を
跳
ね
返

し
て
い
く
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
り
、
こ
の
こ
と
こ
そ
が
統
一

闘
争
の
意
義
で
あ
る
。

現
業
職
場
に
お
い
て
は
、
新

規
採
用
を
最
重
要
課
題
と
捉

え
、
来
年
度
に
お
け
る
採
用
実

施
の
確
認
、
ま
た
採
用
が
再
開

し
て
い
な
い
単
組
で
は
秋
の
第

二
次
闘
争
に
む
け
て
「
現
業
職

の
あ
り
か
た
」
に
つ
い
て
具
体

的
協
議
を
約
束
さ
せ
る
等
、
取

り
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

6
月
16
日
の
統
一
行
動
日
に

む
け
て
、
安
全
・
安
心
で
質
の

高
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す

る
た
め
、
都
本
部
も
そ
の
先
頭

に
立
っ
て
全
力
で
た
た
か
う
。

「
人
が
足
り
な
い
」「
休
み
が
と
れ
な
い
」

常
勤
職
員
に
よ
る
早
急
な
欠
員
補
充
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
症
法
上
の
位
置
付
け
が
見
直
さ
れ
、
5
月
8
日

よ
り
現
在
の
2
類
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
同
等
の
5
類
へ
移
行
す
る
。
一
方
で
自

治
体
職
員
は
引
き
続
き
住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
の
業
務
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
。

都
本
部
は
5
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
2
0
2
3
人
員
確
保
闘
争
・
現
業
統
一
闘
争
（
第
一

次
）」
に
お
い
て
、
賃
金
や
労
働
安
全
衛
生
、
長
時
間
労
働
の
是
正
な
ど
、
現
業
、
非
現
業

の
枠
を
超
え
た
交
渉
を
進
め
、
必
要
な
人
員
確
保
を
求
め
て
い
く
。

▲昨年の都本部現業統一闘争（第2次闘争）総決起集会（10／4）の様子

闘争スケジュール
・要求書の提出ゾーン

5月22日（月）～6月8日（木）
・回答指定日 6月9日（金）
・交渉ゾーン

6月9日（金）～6月15日（木）
・統一行動日 6月16日（金）

▲秋葉原駅前での街頭宣伝の様子（3／10）。アピール記載のウェットティッシュを配布

ゴ
ル
フ
を
始
め

た
子
ど
も
達
と
の

接
点
を
求
め
、
人

生
2
度
目
の
マ
イ

チ
ャ
レ
ン
ジ
。
1

度
目
は
バ
ブ
ル
真

っ
只
中
も
ゴ
ル
フ
ブ
ー
ム
に

は
乗
り
切
れ
な
か
っ
た
▼
1

9
0
1
年
、
日
本
で
初
め
て

の
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
が
建
設
さ

れ
て
以
降
、
男
子
プ
ロ
ゴ
ル

フ
界
は
確
実
に
歩
を
進
め
た

が
、
女
子
ゴ
ル
フ
界
は
社
会

的
背
景
か
ら
男
子
並
み
の
ポ

ピ
ュ
ラ
リ
テ
ィ
ー
を
獲
得
で

き
ず
、
プ
ロ
誕
生
は
男
子
か

ら
遅
れ
る
こ
と
47
年
目
。
2

0
2
2
年
、
国
内
の
ゴ
ル
フ

人
口
は
約
6
5
0
万
人
、
男

女
比
は
8
：
2
で
、
依
然
、

男
性
が
圧
倒
的
優
位
を
占
め

る
が
、
近
年
の
女
子
プ
ロ
ゴ

ル
フ
ァ
ー
の
活
躍
は
目
覚
し

い
▼
女
性
に
は
政
治
的
差
別

に
よ
り
様
々
な
機
会
を
奪
わ

れ
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
現

代
で
は
男
女
が
公
平
に
活
躍

で
き
る
社
会
が
築
か
れ
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
未
だ
、
潜

在
的
差
別
に
は
気
づ
き
に
く

い
。
ま
ず
は
男
女
不
平
等
の

歴
史
や
現
在
の
課
題
に
つ
い

て
学
び
、
そ
し
て
ど
う
し
て

い
く
べ
き
か
考
え
た
い
▼
誰

も
が
気
軽
に
プ
レ
ー
で
き
る

時
代
に
な
っ
た
今
、
私
は
子

ど
も
達
に
追
い
つ
き
、
コ
ー

ス
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
す
べ

く
、
練
習
に
励
む
日
々
で
あ

る
。

（
佐
伯
）

東奔西走

2023人員確保闘争・現業統一闘争
（第一次）

2023人員確保闘争・現業統一闘争
（第一次）
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4
月
16
日
告
示
、
23
日
投
票

で
行
わ
れ
た
統
一
地
方
選
挙
で

は
、
都
本
部
と
し
て
組
織
内
4

人
、
準
組
織
内
5
人
、
政
策
協

力
5
人
、
そ
し
て
、
一
般
推
薦

46
人
の
候
補
者
を
推
薦
し
、
た

た
か
い
を
進
め
た
。

組
織
内
候
補
に
お
い
て
は
、

小
枝
す
み
子
（
千
代
田
区
）、

大
畑
お
さ
む
（
北
区
）、
河
内

ひ
と
み
（
荒
川
区
）、
森
ヨ
シ

ヒ
コ
（
八
王
子
市
）
の
4
名
が

立
候
補
し
、
小
枝
氏
・
森
氏
が

当
選
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
準
組
織
内
候
補
で

は
、
小
野
裕
次
郎（
新
宿
区
）、

星
い
つ
ろ
う
（
国
分
寺
市
）、

間
宮
み
き
（
東
久
留
米
市
）、

に
し
み
や
幸
一
（
府
中
市
）
が

当
選
を
勝
ち
取
っ
た
。
一
方

で
、
組
織
内
候
補
2
名
・
準
組

織
内
候
補
1
名
が
惜
敗
と
な
る

厳
し
い
現
実
も
突
き
付
け
ら
れ

た
。私

た
ち
が
安
心
し
て
働
き
続

け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実

現
に
は
、
労
使
交
渉
だ
け
で
は

解
決
で
き
な
い
課
題
が
多
く
存

在
す
る
。
都
本
部
は
、
本
選
挙

の
結
果
に
つ
い
て
総
括
を
進

め
、
私
た
ち
の
課
題
解
決
に
む

け
た
議
員
と
の
協
働
に
つ
い

て
、
改
め
て
組
合
員
へ
の
理
解

浸
透
・
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
ま
た
、
当
選
し
た
協

力
議
員
に
つ
い
て
は
今
回
の
当

選
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
奮
闘
で
き
る
よ
う
、
最
大

限
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
5

月
に
も
い
く
つ
か
の
選
挙
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
政
策
協
力
、

一
般
推
薦
候
補
へ
の
組
合
員
の

支
援
を
お
願
い
し
た
い
。

統
一
地
方
選
挙

各
候
補
奮
闘
も
厳
し
い
結
果

▲森ヨシヒコさん（右）と八王子市職出身の都本部 笹川労働局長（左）

新
入
職
員
が
多
く
入
職
す
る

4
月
か
ら
1
ヶ
月
が
た
ち
ま
し

た
。
同
じ
職
場
で
働
く
新
し
い

仲
間
の
皆
さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
不

慣
れ
な
こ
と
も
多
く
日
々
精
一

杯
、
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と

と
思
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
こ
の
紙
面
を
手
に
取
っ
て

頂
い
た
皆
さ
ん
に
労
働
組
合
の

役
割
に
つ
い
て
お
話
を
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

自
治
労
は
、
地
域
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
担
い
手
と
し
て
、
都
庁

や
区
役
所
、
市
役
所
、
町
村
役

場
、
一
部
事
務
組
合
、
公
共
交

通
な
ど
、
自
治
体
職
員
だ
け
で

な
く
、
公
社
・
事
業
団
、
福
祉

や
医
療
な
ど
に
関
わ
る
民
間
労

働
者
や
臨
時
・
非
常
勤
等
職
員

な
ど
全
国
2
5
9
5
単
組
、
約

74
万
人
の
仲
間
が
集
ま
る
労
働

組
合
で
す
。
自
治
労
は
、「
組

合
員
の
生
活
水
準
を
向
上
さ

せ
、
労
働
者
の
権
利
を
守
る
」

「
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
が
出

来
る
よ
う
に
話
し
合
い
、
考
え

る
場
を
提
供
す
る
こ
と
」「
社

会
正
義
を
実
現
す
る
こ
と
」

「
労
働
者
の
自
主
福
祉
運
動
の

実
践
」
の
4
点
を
掲
げ
て
運
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

不
安
定
な
国
際
情
勢
、
急
激

な
物
価
の
上
昇
に
よ
る
負
担
は

私
た
ち
の
生
活
に
実
感
と
し
て

重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
一
人
が
働
く
上
で
の
不

安
や
悩
み
を
抱
え
る
中
で
、
そ

れ
に
寄
り
添
い
、
解
決
に
む
け

て
取
り
組
む
の
が
労
働
組
合
の

役
割
で
す
。

一
人
で
は
解
決
で
き
な
く
て

も
仲
間
と
協
力
す
れ
ば
変
え
ら

れ
る皆

さ
ん
の
職
場
の
組
合
は
、

皆
さ
ん
の
た
め
に
賃
金
・
労
働

条
件
の
交
渉
を
行
い
、
よ
り
よ

い
労
働
環
境
の
た
め
に
日
々
、

尽
力
し
て
い
ま
す
。
労
働
者
一

人
で
は
、
ど
う
し
て
も
微
力
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
み
ん
な
が
集
ま
り
一
緒

に
な
っ
て
「
声
」
を
あ
げ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
「
年
次
有
給
休
暇
が

取
得
で
き
な
い
」「
職
場
で
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
る
」「
残
業

代
が
支
払
わ
れ
な
い
」
な
ど
職

場
で
何
か
「
お
か
し
い
」
と
感

じ
た
ら
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
労

働
組
合
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
決
し
て
「
や
っ
ぱ
り
自
分

が
悪
い
の
か
な
」
と
か
「
自
分

に
能
力
が
な
い
か
ら
仕
方
が
な

い
」
な
ど
と
自
己
解
決
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
現
在
の
職
場
で

は
、
人
員
不
足
な
ど
か
ら
余
裕

が
な
く
な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
不
足
し
、
何
か
「
お

か
し
い
」
と
感
じ
つ
つ
も
、
周

り
の
仲
間
や
先
輩
に
も
相
談
で

き
ず
、
休
職
や
退
職
を
す
る
仲

間
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
働
き
や

す
い
環
境
は
、
ひ
と
り
一
人
の

「
声
」
で
作
り
上
げ
て
い
く
も

の
で
す
。
労
働
組
合
は
そ
の

「
声
」
に
基
づ
き
、
様
々
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。
賃
金
・
労
働
条
件

の
労
使
交
渉
に
始
ま
り
、
他
自

治
体
の
組
合
を
通
じ
た
情
報
交

換
・
交
流
、
法
律
・
条
例
の
側

面
か
ら
労
働
環
境
を
向
上
さ
せ

る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
の
議
員

と
の
連
携
・
協
力
。
ひ
と
つ
一

つ
の
取
り
組
み
が
、
皆
さ
ん
の

よ
り
よ
い
労
働
環
境
に
結
び
付

い
て
い
き
ま
す
。

組
合
に
加
入
す
る
こ
と
で
得

ら
れ
る
経
済
的
メ
リ
ッ
ト
も

そ
し
て
、
自
治
体
や
企
業
に

対
し
て
労
働
者
福
祉
の
充
実
を

求
め
る
と
同
時
に
、
組
合
自
身

が
直
接
、
組
合
員
の
た
め
に
福

祉
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
も
重

要
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
れ

が
、
組
合
員
の
加
入
で
き
る

「
じ
ち
ろ
う
共
済
」
で
す
。
地

域
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で

あ
る
私
た
ち
に
合
わ
せ
た
保
障

制
度
と
安
価
な
掛
け
金
で
、
安

心
と
ゆ
と
り
あ
る
生
活
に
む
け

て
支
援
し
ま
す
。
加
え
て
、
非

常
に
有
益
な
積
み
立
て
制
度
、

失
敗
し
な
い
資
産
形
成
は
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
で
す
。
最
大
限
活

用
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ア
フ
リ
カ
、
サ
ハ
ラ
砂
漠
の

南
側
に
広
が
る
サ
ヘ
ル
地
域

（
ニ
ジ
ェ
ー
ル
、
ブ
ル
キ
ナ
フ

ァ
ソ
、
マ
リ
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア

等
）
は
、
紛
争
、
干
ば
つ
、
テ

ロ
、
食
糧
不
足
な
ど
、
様
々
な

問
題
で
疲
弊
し
て
い
る
。

そ
の
サ
ヘ
ル
地
域
で
木
々
や

豊
か
な
生
態
系
を
復
活
さ
せ
、

肥
沃
な
土
地
を
作
り
、数
百
万
人

の
生
活
を
変
え
る
こ
と
を
目
的

に
開
始
さ
れ
た
ア
フ
リ
カ
主
導

に
よ
る
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。

ア
フ
リ
カ
連
合
委
員
会
と
汎

ア
フ
リ
カ
機
関
の
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
の
も
と
、
西
は
セ
ネ
ガ
ル

か
ら
東
は
ジ
ブ
チ
ま
で
、
全
長

8
0
0
0
㎞
の
植
林
を
実
施
す

る
計
画
で
、
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ

ソ
、
チ
ャ
ド
、
ジ
ブ
チ
、
エ
リ

ト
リ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
マ

リ
、
モ
ー
リ
タ
ニ
ア
、
ニ
ジ
ェ

ー
ル
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、
セ
ネ

ガ
ル
、
ス
ー
ダ
ン
の
11
カ
国
で

植
林
計
画
が
進
行
し
て
い
る
。

こ
の
画
期
的
な
取
り
組
み
を

支
援
す
る
た
め
に
活
動
す
る
マ

リ
出
身
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
、

イ
ン
ナ
・
モ
ジ
ャ
が
音
楽
で

人
々
を
つ
な
ぎ
、
壮
大
な
ア
フ

リ
カ
ン
・
ド
リ
ー
ム
の
実
現
の

た
め
、
気
候
変
動
の
最
前
線
へ

と
旅
す
る
音
楽
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
。
彼
女
の
旅
は
ア
フ
リ
カ

大
陸
最
西
端
の
セ
ネ
ガ
ル
か
ら

始
ま
る
。

サ
ヘ
ル
地
域
は
東
西
に
広
が

る
半
乾
燥
地
帯
で
、
約
1
億
人

が
暮
ら
す
。
日
照
り
が
続
け
ば

植
物
は
枯
れ
、
家
畜
も
生
育
で

き
な
い
。
大
地
が
砂
の
海
へ
と

変
わ
る
。
食
糧
不
足
は
争
い
を

起
こ
し
、
過
激
派
組
織
の
台
頭

を
招
い
た
。
故
郷
を
追
わ
れ
た

人
た
ち
は
移
民
と
な
り
、
ボ
ー

ト
で
地
中
海
を
彷
徨
う
。
こ
う

し
た
負
の
連
鎖
が
繰
り
返
さ
れ

て
き
た
。し
か
し
、こ
の
植
林
計

画
が
人
々
の
意
識
を
変
え
た
。

イ
ン
ナ
・
モ
ジ
ャ
の
音
楽
の

旅
を
通
し
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
進
行
が
紹
介
さ
れ
る
。

シネマジャーナル
編集者
穂曇 萌

『
グ
レ
ー
ト
・
グ
リ
ー
ン
・
ウ
ォ
ー
ル
』

8
0
0
0
㎞
に
も
及
ぶ
ア
フ
リ
カ
北
部
で

進
行
し
て
い
る
人
類
史
上
最
大
規
模
の
植
林
計
画
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�4月22日（土）シアター・イメージフォーラム他全国
順次ロードショー
☎03－5766－0114

自治労東京2023年統一地方選挙推薦候補 選挙結果
【組 織 内】
当選 小枝 すみ子（千 代 田 区 無所属・現8） 定数25 643票（20位）
惜敗 大畑 おさむ（北 区 立憲民主党・現8）定数40 1，916票（43位）
惜敗 河内 ひとみ（荒 川 区 無所属・現1） 定数32 1，234票（34位）
当選 森 ヨシヒコ（八 王 子 市 無所属・現1） 定数40 3，054票（39位）

【準組織内】
当選 小野 裕次郎（新 宿 区 立憲民主党・現2）定数38 2，173票（18位）
惜敗 わがい 哲代（豊 島 区 無所属・現2） 定数36 1，479票（37位）
当選 間宮 みき（東久留米市 無所属・現5） 定数22 1，824票（10位）
当選 星 いつろう（国 分 寺 市 立憲民主党・現2）定数22 1，549票（19位）
当選 にしみや幸一（府 中 市 立憲民主党・現4）定数30 2，195票（25位）

政策協力・一般推薦候補を含めた結果は、都本部ホームページにて。

3
月
21
日
、
代
々
木
公
園
に

て
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会

が
開
催
さ
れ
、
約
4
、7
0
0

人
が
参
加
し
た
。
さ
よ
う
な
ら

原
発
運
動
は
、
3
月
3
日
に
亡

く
な
っ
た
ノ
ー
ベ
ル
賞
作
家
の

大
江
健
三
郎
さ
ん
ら
が
呼
び
か

け
人
と
な
り
、
福
島
原
発
事
故

以
降
、
年
2
回
ほ
ど
全
国
規
模

の
集
会
を
開
い
て
き
た
。
近
年

は
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
首
都
圏

集
会
と
し
て
規
模
を
縮
小
し
て

い
た
た
め
、
全
国
規
模
で
の
開

催
は
3
年
ぶ
り
と
な
っ
た
。

集
会
で
は
、
大
江
さ
ん
へ
の

黙
祷
の
後
、
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
の

鎌
田
慧
さ
ん
や
作
家
の
澤
地
久

枝
さ
ん
ら
が
登
壇
し
た
。
鎌
田

さ
ん
は
、「
大
企
業
が
儲
か
る

か
ら
原
発
を
推
進
す
る
と
い
う

岸
田
政
権
の
原
発
回
帰
政
策

は
、
恥
知
ら
ず
と
い
う
か
無
知

・
無
謀
」
と
岸
田
政
権
の
原
発

回
帰
の
姿
勢
を
許
し
て
は
な
ら

な
い
と
強
く
訴
え
た
。
ま
た
、

原
発
事
故
の
影
響
で
、
現
在
も

東
京
で
の
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
当
事
者
の
方
か

ら
は
、「
原
発
は
住
民
の
犠
牲

の
上
に
成
り
立
つ
も
の
で
あ

り
、
再
稼
働
は
許
さ
れ
な
い
」

と
実
感
に
満
ち
た
重
い
言
葉
が

投
げ
か
け
ら
れ
た
。

集
会
終
了
後
は
、
渋
谷
方
面

と
原
宿
方
面
の
二
手
に
分
か
れ

デ
モ
行
進
し
、
プ
ラ
カ
ー
ド
を

掲
げ
な
が
ら
街
行
く
人
達
に
む

け
て
脱
原
発
・
原
発
回
帰
反
対

を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

こ
う
し
た
声
に
耳
を
傾
け
る

こ
と
な
く
、
岸
田
政
権
は
2
月

に
「
脱
炭
素
社
会
の
実
現
」
を

目
標
に
「
Ｇ
Ｘ
（
グ
リ
ー
ン
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

実
現
に
向
け
た
基
本
方
針
」
を

閣
議
決
定
し
た
。
本
来
Ｇ
Ｘ
と

は
、
化
石
燃
料
を
で
き
る
だ
け

使
用
せ
ず
、
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
活
動
を
指

す
が
、
政
府
方
針
で
は
原
子
力

の
活
用
を
強
調
し
、
原
発
新
設

や
老
朽
原
発
運
転
期
間
延
長
を

盛
り
込
ん
で
い
る
。
原
発
は
放

射
線
事
故
リ
ス
ク
が
高
く
ク
リ

ー
ン
と
は
言
い
難
い
上
に
、
放

射
性
廃
棄
物
の
処
理
の
難
し
さ

や
運
用
コ
ス
ト
の
観
点
か
ら
見

て
も
原
発
の
推
進
に
は
疑
問
が

残
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な

方
針
を
掲
げ
る
こ
と
は
福
島
原

発
事
故
に
よ
り
故
郷
を
奪
わ
れ

た
人
達
の
苦
し
み
を
蔑
ろ
に
し

て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
今
後
も
都
本
部
は
、
原
発

の
活
用
を
強
行
に
推
進
す
る
岸

田
政
権
に
対
し
、
声
を
上
げ
続

け
て
い
く
。

福
島
原
発
事
故
の
教
訓
を
忘
れ
ず
に

原
発
回
帰
に
ブ
レ
ー
キ
を

▲デモ行進の様子

自治労「2023年度保育所・学童保育等職場の
ヒヤリハット調査」にご協力を

公立・民間保育所等において発生する事故は、職員の人員不足が要因となっている場合が多く、子どもの
命と健康を守るためにも、幼児教育・保育の質と量の向上は、より一層、重要となっています。自治労社会
福祉評議会は、保育所・学童保育等職場における人員不足の課題を明らかにするため、「ヒヤリ」「ハッ」と
した事例や職員の人員不足による影響等についての調査を実施しています。本調査は、グーグルフォームを
用いたオンライン形式での回答のため、組合員の皆さんの積極的なご協力をお願いいたします。

【ヒヤリハット】とは
災害には至らなかったものの、一歩間違えれば災害になっていたかもしれない
「ヒヤリ」としたり「ハッ」とした経験

（1）調 査 名 自治労「2023年度保育所・学童保育等職場のヒヤリハット調査」
（2）目 的 保育所・学童保育等職場における人員不足の課題を明らかにするため
（3）調査方法 グーグルフォームを用いた回答入力となります。以下のQRコ

ードを読み込んでご回答ください。（所要時間5分程度）
なお、個人や施設等が特定される形で公表することは一切あ
りません。

（4）実施期間 2023年4月24日（月）～5月31日（水）
※調査基準日は、2023年4月1日とします。

（5）調査結果 第43回全国保育集会（2023年7月29日～30日開催）において、
集約結果の概要を報告予定

➡回答用QRコード

機関紙パズル ほっと一息
タテのカギ
1．脇腹にあるあばら骨のこと。
2．一から九の段まで暗唱。
4．年4回、3ヶ月ごとに発行される雑誌のこと。
5．なんと読む漢字でしょう。「戸＋方＝？」。
7．叱咤激励し、チームの○○を高める。
10．豚に真珠＝猫に○○○。
12．ニラと炒めるとおいしい。「栄養の宝庫」といわ

れる。
14．遊園地などにあるお化け○○○。
16．早起きは三文の○○。

ヨコのカギ
1．逆立ちすると9になる数字。
3．布団に敷くシーツのこと。
6．「土」の「筆」と書く春の植物。
8．雨の日に差すグッズ。
9．未婚の反対です。
11．同伴者のこと。
13．御者が操作する乗り物。
15．リレーで次の走者へ渡すもの。
17．ロゴ○○○、ブック○○○、ジス○○○。
18．かぐや姫の故郷？

二重の枠に入る文字を並び替えて下さい。
ヒント：元々、ある時期の晴れ間のこと

●締切 2023年5月29日（月）
左記QRコードをスマートフォンなどで読み取り、必要事項を
記入、ご応募ください。ご応募頂いた方の中から、抽選で10名
様にギフトカード3000円分をプレゼントいたします。当選者の
発表は、発送をもってかえさせていただきます。
●4月1日号 漢字パズルの答え「心機一転」

労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労労
働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働
組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組組
合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合
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自治労東京都本部ホームページリニューアルしました！
・各種取り組みの発信
・スマホ対応
・機関紙「自治労東京」電子版
の掲載※

・組合員むけ資料の掲載※

※組合員専用ページからアクセス可能です。
パスワード「tohonbu」

⬅QRコードからアクセス！
QRコードを読み込めない場合は「https://jichirotokyo.jp/」までアクセスしてください。

●
中
央
執
行
委
員
長

組合員の声に基づき、働
きがいのある賃金労働条件
の確立をめざします。その
ために、すべての単組と連
携し、組合員に寄り添った
運動を進めます。

●
副
中
央
執
行
委
員
長

（
労
働
条
件
担
当
）

自治労運動の更なる発
展、平和運動の推進、平和
憲法の改悪を許さず、平和
民主主義を守る運動の取り
組み強化に努めます。労働
組合の組織強化・拡大に努
めます。

●
中
央
執
行
委
員

（
自
治
研
・
政
策
担
当
局
長
）

引き続き都本部運動前進
のため、尽力してまいりま
す。

●
中
央
執
行
委
員

（
組
織
局
次
長
）

臨時・非常勤職員の立場か
ら、日々住民サービスの最前線
で働く組合員の現場の声を届け
ます。また、ひとりひとりが働
きがいをもって業務に邁進でき
るよう、働く環境を改善するべ
く、都本部運動の推進と強化に
むけて取り組みます。

みなさんよろしくお願いいたします。

松村 誠治
（葛飾区職労）

大塚 悟司
（自治労都庁職）

西岡 芳宏
（東京職安労組）

高山 朋子
（八王子市臨時・非常勤職組）

●
副
中
央
執
行
委
員
長

（
政
治
政
策
局
長
兼
務
）

引き続き自治労運動の発
展と、組合員ならびに家族
の豊かな暮らしを実現する
ため、全力で頑張ります。

●
副
中
央
執
行
委
員
長

（
男
女
平
等
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
推
進
担
当
）

組合員の皆さんの労働条
件等改善のため、勉強し、
精一杯努めてまいります。

●
中
央
執
行
委
員

（
組
織
強
化
・
拡
大
担
当
局
長
）

良質な公共サービスを安
定して提供するため、働く
者を中心とした指定管理者
制度や委託制度の改善と組
織の強化・拡大に取り組み
ます。

●会計監事
富永 秀樹
（江戸川区職労）

●会計監事
陳野 聡
（東京国保労組）

●会計監事
中村 里子
（自治労・多摩市職）

篠﨑 博史
（東交）

佐伯 里香
（中央区職労）

平間 英基
（自治労環境サービス労組）

●
副
中
央
執
行
委
員
長

（
組
織
局
長
兼
務
）

自治労運動前進のため、
微力ながら尽力させていた
だきます。どうぞよろしく
お願い申し上げます。

●
書
記
長

組合員の賃金、労働条件
の向上、公共サービスの充
実にむけて精一杯、努力し
ます。

●
中
央
執
行
委
員

（
組
織
対
策
担
当
局
長
）

現業労働者の処遇改善、
若年層から高齢者まで全て
の労働者が働き続けること
ができる賃金水準の獲得、
誰もが安心して生活できる
平和な社会にむけ全力で頑
張ります。

江森 秀稔
（東京清掃労組）

石井 利明
（東久留米市職）

多田 修一郎
（東京清掃労組）

●
副
中
央
執
行
委
員
長

（
共
闘
担
当
）

組合員の労働条件向上に
尽力します。社会保障制度
の拡充をめざして奮闘しま
す。憲法改悪に反対しま
す。

●
書
記
次
長

働き甲斐のある職場づく
りにむけ、現場で取り組む
単組運動に寄与する運動と
自治労運動の推進、都本部
機能の充実をめざし、役を
全うできるようがんばりま
す。

●
中
央
執
行
委
員

（
組
織
局
次
長
）

区職労での経験を活か
し、組合員の声・思いを丁寧
に集めることで「組合の必
要性・重要性」が共有でき
る組織作りをめざし、都本
部運動の推進の一助となる
よう取り組んでいきたい。

中條 貴仁
（葛飾区職労）

須﨑 崇文
（福生市職）

海老名 隆広
（渋谷区職労）

●
副
中
央
執
行
委
員
長

（
公
共
民
間
担
当
）

社協で働いています。日々
の仕事を通じ、委託や指定管
理、福祉職場の低賃金などの
課題を肌で感じています。一
つでも多くの課題解決にむ
けてがんばりますのでよろ
しくお願いします。

●
中
央
執
行
委
員

（
労
働
局
長
）

単組活動を活性化するた
めに、単組間の情報交換の
場をつくり、単組に寄り添
う活動をめざします。

●
中
央
執
行
委
員

（
労
働
局
次
長
）

自治労東京都本部の役員
として、今までの経験を活
かしながら自治労東京都本
部に貢献したい。また、役
員の活動を通じて各単組の
お役に立ちたいと考えてい
ます。

高橋 久実子
（三鷹社協労）

笹川 勝宏
（八王子市職）

岡崎 徹
（青梅市職）

組合員の「声」に寄り添い、運動を前進組合員の「声」に寄り添い、運動を前進組合員の「声」に寄り添い、運動を前進
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